
                          １７３号 

両教育部門の「一体化」に向けた読書活動および言語活動の充実 
主幹教諭 赤澤 圭一 

今月の青峰学園だよりでは、肢体不自由教育部門と知的障害教育部門（就

業技術科）の両部門一体化に向けた取組についてお伝えします。 

学校経営計画の「青峰Ｖision2024 D両教育部門の一体化」を具現化す

るための一つとして、図書コーナーの活用を推進し、環境整備に力を入れ

ております。図書コーナーの充実に向けた取組は「東京都特別支援教育推

進計画（第二期）第二次実施計画」の推進及び都立特別支援学校の教育内

容・方法の充実を図る目的で、今年度、言語活動及び読書活動の充実につ

いて研究指定を受けました。 

 

１ 言語活動の充実 

【取組１】両教育部門交流 

・肢体不自由教育部門小学部児童と就業技術科福祉コースとの劇交流 

・百人一首大会や獅子舞交流などを昨年度から実施 

【取組２】お話会の実施 

・都立多摩図書館の司書による出張お話会（９月、１月） 

【取組３】タブレット端末等の活用 

・GIGA スクール端末、一人一台端末でわいわい文庫を活用した取組 

【取組４】教科等における取組 

・「自立活動の６区分２７項目」に即して実態把握、スモールステップでの指導（肢体不自由教育部門） 

・学期に１回、ビブリオバトルを開催（就業技術科） 

 

２ 読書活動の充実 

【取組１】青梅市立図書館との連携 

・月に１回、３０冊ほどの本の貸し出し 

【取組２】読書月間の実施 

・読書月間を実施（６月、１０月、２月） 

【取組３】図書環境の整備 

・オープンライブライリーの設置 

・ICT を用いた図書管理システムの増設 

【取組４】図書委員会の活動 

・おすすめ図書紹介の掲示 

・リクエストボックスの設置  

・読書月間の案内 

・本の貸し出し 

 

日に日に秋が深まる季節になりました。暑くもなく、寒くもなく過ごしやすい秋は、読書するのにもっ

てこいの季節であります。本を読むことは、想像力を鍛え、知らなかった世界を知るきっかけになり、児

童・生徒の生活を豊かにします。この機会に御家庭でもたくさん本を読みましょう。 

 
令和６年１１月１日（金） 

東京都立青峰学園校長 

      吉池 久 
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１１月 主な行事予定 
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